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   The results of transurethral resection of the prostate (TUR-P) performed on 465 clinical ca-
ses diagnosed as benign prostatic hypertrophy or prostatic carcinoma at our Hospital during the 
recent seven years are reported. Various factors which seem to influence the results of TUR—P 
were reviewed. 
                                               (ActaUrol. Jpn. 34: 1607-1611, 988) 































































年齢 時問 量量 抜去
(歳》(分)(の(日)







































































































































































Table5.手術 時 間 と手術 件 数































9.切 除 重 量 と手 術件 数(Table6)
10～19gが最 も多 く,10g未 満 が これに 次 い でい







































および60歳代 と80歳代 の間 で有意差を求 めた(pく
0.01).












11.切除 重 量 と手 術 時間(Table8)
相 関 係数0.63で,正の相 関 関係 が み られ た.














































Table9.術前 カ テ ーテ ル留置 症 例(34例)の 検 討





14.80歳以 上 の症 例 の検 討(Table11)
80歳以 上 の症 例(96例)を80歳 未 満 と比較 す る と,
術 後 退院 まで の 日数 が有 意 に長 く(p〈0.Ol),術中輸
血,癌,術 前 カ テ ーテ ル留 置,術 前 感染,術 前 合 併症
の 割 合 も 大 き く,highriskgroupとして の高 齢者
の病 態を 反 映 してい る.術 後 合 併症 は幸 に 少 なか った
が,高 齢 者 で は慎 重 な管 理 が 必要 と思わ れ る.
15.Openprostatectomyを行 った 症 例
当 院 で は 前立 腺 肥 大 症 に 対 す る 手 術 は 原則 的 に
TURを 行 って い る が,参 考 ま でに,調 査期 間 中 に
openprostatectomyを行 った 症 例 の成 績 を 述 べ る.
わ ず か に5例(SPP4例,RPP1例)で あ り,年
齢,手 術 時 間,摘 出重 量,術 後 カ テ抜 去 まで の 日数 の
各 平 均値 は,73.8歳(70～77歳),95.8分(52～140分),
1039(20～2009),11.8日(10～13日)であ った.
術 中 輸血 例,癌 症 例,術 前 カテ ー テル 留 置例 は な か っ
TablelI.80歳以 上 の症 例(96例の 検討
時間 重量 輸血 抜去 退院 癌 術前麗 繍験 繍舗疲鰍舗症
・0鰍67穿16211舞5吉13書111蕾14星17髭16星3・k
㈱65黍17野 拶 書12晶 諸5・2/e13歪13霧6・易











本論文の要旨は第13回日本泌 尿器科学会沖縄地 方会総会 に
おいて発表 した.ま た,本 研究に1985年度,1986年度 の厚生
省共同研究費を使用 した.
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